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§１．研究成果の概要 

 

本研究では、非自明なトポロジーを伴う磁気構造・電子構造を持つ新物質の開拓と、それに由

来した巨大な創発電磁場の観察・制御を目的としている。2020 年度は、前年度に引き続いて(1)ナ

ノサイズの磁気スキルミオンを伴う新物質の開拓と機構解明・(2)時間反転対称性の破れた反強磁

性体の開拓を行い、それぞれの系における創発電磁場にまつわる関連現象の観察を行った。 

前者については、単一組成の物質として過去最小の直径のスキルミオンを生じる新物質

GdRu2Si2 に対し、STM を用いた電子状態観察、共鳴 X 線散乱実験による詳細な磁気相図・磁気

構造の解明、および実験結果を再現する理論モデルの検討を行うことで、遍歴電子が媒介する新

しいスキルミオン生成機構を実証・確立することに成功した。また、上記の理論モデルに基づいて、

同様のナノサイズのスキルミオンを生じる新物質を複数発見することに成功した。 

また、後者については、系の磁気対称性に基づく系統的・網羅的な物質設計の指針を考案する

ことで、室温で創発磁場に由来した異常ホール効果を生じる、時間反転対称性の破れた新しい反

磁性体を実験的に発見することに成功した。上記の結果は、従来強磁性体の磁化が担ってきた物

質機能を、時間反転対称性の破れた反強磁性体における創発磁場で置き換えられることを示唆し

ていると考えられる。 
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